













































































































































































ら,bそこまで しないのなら､深 く耕 して多最


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































長 日､r囲長 日 とまぶれつく｡｣(図 17)と
うらやましそうに語った｡子ども達は､無意
識に､園長の大きさに気がついているのだろ
う｡
(図17)園長と子ども達
5.終わりに
思えば､｢森の保育園｣はどこにでもあった
昔の日本の姿である｡みんな野山をかけず り
回り､農家の人に怒られて､貧しかったが､
心や身体は元気だった｡多くの教育者は ｢昔
は良かった｡｣と嘆くだけで､｢再現はとても
できない｡｣と諦めている｡
しかし､ルネッサンスのように､良いこと
は復活すべきである｡宮崎園長は､リーダー
の強い信念さえあれば､当時を凌ぐスケール
で実現可能であることを示 してくれた｡幸い
にしてり 山村では空き家や放置された田畑
がいっぱいある｡単独でできなければ､県や
市に働きかければよい｡千葉県ではすでに､
平成 15年5月に条例を施行して､｢新たな里
山の活用｣を進めている｡
ただ､桜美林大学名誉教授の三島次郎氏の
｢帰っておいで､ホタル｣論ではないが､上
辺だけの里山体験では､本物の ｢蛍の里｣に
はならない｡せめて､年間30日以上を里山
で過ごさせたいものである｡
最後に､私は ｢教育は､一部のカリスマ教
師にしかできない指導法を仝教師に要求して
はいけない｡｣と思っている｡もちろん教師の
資質を高めることは必要であるが､仝教師を
カリスマにすることは不可能である｡だとし
たら､どの教師が取 り組んでも効果がある方
法でなければならない｡
文部科学省､教育委員会､校園長の役割は､
全教師に教育の方向性をしっかりと示 し､全
数師が取 り組める内容で､ただし仕掛けだけ
はでっかく､保護者やマスコミからの苦言に
はたじろがず､｢責任は私が取るから､やれ !｣
と言うことであろう｡
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